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データベースって何に使う??

• 自分の研究分野で最先端の研究を調べる

（他の研究者がどんな研究をしているか、

どんな研究が今一番多く研究されているのか….など）

研究者にとって必要不可欠
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JDreamⅡとは？
JSTの前身である日本科学技術情報センター（JICST）が提供してきた

データベース（JOIS）と、JSTが提供してきたデータベース（JDream）を統合したもの

JDreamIIは収録件数5100万件であり

日本最大級の科学技術文献データベース

http://pr.jst.go.jp/Jdream2/
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JDreamⅡの特徴
論文毎に日本語で抄録（アブストラクト）を作成

5,100万件の記事収録

キーワードの効果的な付与により必要情報の絞込みが容易

出典元が明確なのでWeb上の情報よりも信頼性が高い

国内の科学技術文献を網羅・国外の文献も収録
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JDreamII

ネット検索でヒットする文献はほんの一握りというのが実状。

見るべき文献を見逃し、結果として時間と研究費の無駄に

つながってしまうことも・・・

JDreamII は、国内外の科学技術学術文献のデータベース

インターネット検索では「見つからない」「見逃してしまう」

ような文献検索可能。
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実際の利用方法

研究現場、大学、製薬メーカー、病院など

●民間企業所属と思われる研究者の所属がわかった（官公庁）
●自分と同じような研究を行っている研究者の情報入手に使える（企業）
●異分野の情報を収集することで、新たな研究に役立てることができた
●検索したキーワードから、様々な研究分野にまたがる結果が得られ、思わぬ興味のある文
献を見つけられた。
●研究者の論文を一覧できるので、面会時の事前情報として人脈作りに役立つ（個人）
●業務上関係する大学教授の方の研究分野を理解するのに役立った（企業）
●日本語抄録があるため、文献の適合率が判断しやすく、時間の節約になる（企業）
●ロシア語や中国語など、原文が読めない文献も探すことができた（企業）
●同業他社の技術動向が、頻度分析機能を使い簡単に分析できた（企業）
●頻度分析機能でそのテーマの第一人者を探すことができた（企業）

どのような場で活用されるのか？

どのような場合に利用するのか？
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JDreamIIのログイン画面まで
理工学図書館ホームページから
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ログイン方法

8



検索方法
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絞り込み方法
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その他の利用方法

• 文献情報をより深く分析 AnVi seers
• 原文献を入手したい 複写サービス

• 原文献を翻訳して欲しい 翻訳サービス

• 専門家に検索して欲しい 検索代行サービス

• 最新情報を自動的に届けて欲しい

SDIサービス

• JDreamIIのテキストが欲しい 出版物サービス
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最後に＊＊＊

様々なデータベースを駆使して、自分の専門分野の
知識を膨らまして素晴らしい研究者になろう！！

JDreamIIは、日本最大級の科学技術文献データベースであり、

また文献検索も容易である。
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JDreamⅡの活用方法

公立図書館では…？？

一般企業知財部門では…？？

一般企業研究部門では…？？

学術機関では…？？

公立図書館では…？？
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